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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
15 * 0 0 7 18 2 5 3 9 12 21 4 2 0 0
19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 * 0 0 3 5 3 5 2 1 3 4 2 1 5 0
29 * 2 7 2 6 1 3 2 1 6 7 1 0 0 0
30 0 0 2 1 2 0 0 0 0 1 1 2 1 1 0
32 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 * 3 5 1 1 5 5 3 3 1 4 2 2 1 0
36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
50 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
51 0 0 0 1 2 3 4 1 1 1 2 1 0 1 0
56 * 0 0 1 4 2 2 4 0 3 3 3 1 2 0
99 0 0 0 1 3 1 1 2 0 0 0 1 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 1 1 1 4 1 3 0 0 1 1 2 3 2 0
3 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0
5 0 1 4 1 3 2 4 2 1 0 1 0 0 1 0
7 * 1 1 1 5 1 2 3 1 4 5 2 2 1 1
11 * 0 2 1 8 2 4 3 2 0 2 1 3 0 0
16 0 1 3 2 2 0 1 0 1 2 3 0 0 0 0
21 * 0 2 4 10 0 1 2 1 3 4 4 1 3 0
22 0 0 1 1 3 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0
30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
31 * 0 0 1 1 0 0 3 2 3 5 1 1 0 1
34 * 1 7 1 2 1 2 3 0 3 3 3 0 1 0
43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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男子

戦評
【総括】本大会2次リーグも2戦目、何とか1勝を目指したい関西大学と、優勝のためにはこれ以上負けられない天理大
学の互いの順位差を見せつけるようなゲームとなった。試合開始、関西大が天理大のディフェンスに苦しみながらも追
いかけていくが、徐々に天理大のディフェンスが効き始める。#24佐々木のスティールなど天理大の積極的なディフェン
スの前に次第にシュートを外し始める関西大。そのまま完全に天理大ペース。前半で作った点差をそのままにディフェ
ンスから関西大を制圧した天理大が勝利を収めた。

【第1ピリオド】関西大のボールから始まると#31梶原がインサイドで得点を決めることに成功する。対する天理大はディ
フェンスを固め相手のターンオーバーから#15イビスのインサイドを中心としてロースコアな展開へと持ち込む。関西大
はタイムアウトを使いながら修正しようとするも、最後のシュートが入らない。その間も天理大は#29榎本の3Pシュート等
で突き放していく。随所では関西大#11森田、#5石野がいいオフェンスを見せ徐々に迫るものの、天理大#15イビスが攻
守ともにリバウンドを制し、天理大有利な展開のまま11-14の天理大リードで第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】関西大#5石野が自慢のフィジカルを生かし天理大#15イビスのオフェンスを止めると、このピリオドは関西
大のペースかと思われたが、ここで崩れないのが天理大。徹底されたディフェンスで相手のターンオーバーを誘うと天
理大#34谷本の3Pシュートなどセットオフェンスから落ちついてシュートを沈めていく。その後も#24佐々木のバスケットカ
ウントなど点数を重ねていく。天理大のシュートが落ちる場面もあるものの、それ以上に関西大は天理大のディフェンス
を破ることが出来ない。関西大#11森田が一人気を吐くものの点差が開き16-34と天理大が大きく点差を広げ前半終
了。

【第3ピリオド】後半開始、何としても点差を縮めたい関西大がオフェンスで仕掛けていくものの、天理大の強固なディ
フェンスを崩すことが出来ない。点差が一時的に縮まっても天理大は#56川田のシュートや#24佐々木のドライブなどす
ぐさま点差を元に戻していく。こうなると前半と同様に天理大のペース。#15イビスがゴール下を支配するとセカンドチャ
ンスや速攻を沈めていく。関西大もオールコートプレスをかけ隙を探すが天理大#24佐々木が落ち着いてプレスを攻略
し逆に点差を盤石なものとする。最後関西大#34井上がシュートを決めるものの30-51の天理大がリードを保ったまま第
3ピリオド終了。

【第4ピリオド】関西大はオフェンスのテンポを上げ、シュートを決めることに成功する。そこからは天理大の厳しいディ
フェンスをかいくぐりながら得点を重ねていく。しかし天理大#15イビスのリバウンドからセカンドチャンスを決めるなど関
西大はなかなか点差を縮める事が出来ない。その間天理大はメンバーを休めるものの点差を縮めることはなく、天理大
が66-50で勝利した。
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イビス ニヨキゼラ 16 27

佐々木 隆成 9 33

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

中村 翔太 0 5

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

今古賀 勇哉 3 7

2 17

村野 優人 0 1

宮脇 良太 5
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和中 裕輔 0 2

榎本 一輝 11 28
梶井 涼矢

-

安野 洸平 0 7

吉崎 綾汰 0 3
谷本 真琴 16 31
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Team / Coach: 二杉　茂
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足立 臣哉 6 10
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大澤 仙斎 7

河野 拓海 6
石野 渉生 7
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